
� 　

淑 徳 大 学

長谷川仏教文化研究所年報

第 44 号

研究所設立50周年記念号

　　特集『日本仏教における戒律の福祉思想と
　　　　　その実践に関する基礎研究』　

2 0 1 9





目
　
　
　
次

　は
じ
め
に�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
谷
川
　
匡
　
俊
　
i

〈
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー＞

研
究
所
設
立
五
〇
周
年
を
迎
え
て�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
聞
き
手
　
　
菊
　
池
　
義
　
昭
　
1

　
　
　
─ 

長
谷
川
匡
俊
所
長
に
訊
く�

　
古
宇
田
　
亮
　
修
　
　

�

長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
関
連
事
項
年
表�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
78

＜

研
究
報
告
一＞

一
九
二
五
年
の
児
童
愛
護
デ
ー
関
連
の
全
国
的
な
運
動
の
展
開�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
菊
　
池
　
義
　
昭
　
79

＜

研
究
報
告
四＞

浄
土
宗
労
働
共
済
会
に
お
け
る
労
働
寄
宿
舎
事
業�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
　
井
　
直
　
子
　
149

＜

研
究
報
告
五＞

昭
和
前
期
に
お
け
る
社
会
事
業
団
体
に
対
す
る
公
費
助
成
に
つ
い
て�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
庄
　
司
　
拓
　
也
　
175



＜
研
究
報
告　
六＞

墓
誌
に
お
け
る
「
死
」
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
白
　
井
　
伊
津
子
　
201

＜

研
究
報
告　
七＞

日
本
古
代
に
お
け
る
生
者
と
死
者
と
の
交
流�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森
　
田
　
喜
久
男
　
217

特
集
『
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
福
祉
思
想
と
そ
の
実
践
に
関
す
る
基
礎
研
究
』�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
233

＜

研
究
報
告　
八＞

叡
尊
の
戒
律
復
興
と
福
祉
実
践�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宮
　
城
　
洋
一
郎
　
235

＜

研
究
報
告　
九＞

道
元
禅
師
の
清
規
に
お
け
る
福
祉
思
想
と
そ
の
後
の
寒
巌
禅
師
・
瑩
山
禅
師
に
お
け
る
実
践
的
展
開�

…
…
佐
　
藤
　
成
　
道
　
259

＜

研
究
報
告　
一
〇＞

鉄
眼
禅
師
の
実
践
を
支
え
た
思
想�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
古
宇
田
　
亮
　
修
　
293

　
　
　
─
大
乗
仏
典
に
説
か
れ
る
戒
律
と
菩
薩
行
を
中
心
に

─



＜
研
究
報
告　
一
一＞

無
能
上
人
の
戒
律
的
実
践�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
　
川
　
達
　
也
　
319

＜

研
究
報
告　
一
二＞

近
世
日
蓮
宗
に
お
け
る
倫
理
的
実
践
派
の
系
譜�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
清
　
水
　
海
　
隆
　
337

＜

令
和
元
年
度　

研
究
所
活
動
報
告＞

一
、「
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
福
祉
思
想
と
そ
の
実
践
に
関
す
る
基
礎
研
究
」
共
同
研
究
班
の
活
動
報
告�

…
　
355

二
、
出
版
報
告�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
356

＜

研
究
報
告　
二＞

　
　

性
霊
集
便
蒙
引
書
考
証
稿
（
一
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
（1）

�

白　

井　

伊
津
子　
　

�

平　

舘　

英　

子　
　

�

岩　

田　

芳　

子　
　

�

安　

井　

絢　

子　
　

�

茂　

野　

智　

大　
　



＜
研
究
報
告　
三＞

明
治
末
期
・
大
正
期
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
感
化
教
育
事
業
へ
の
か
か
わ
り�

…
…
…
…
…
…
…
佐
々
木
　
光
　
郎
　
（59）

　
　
　
─
公
立
へ
移
管
し
た
感
化
院
の
事
例
を
中
心
に

─

『
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
年
報
』
目
次
一
覧
（
第
一
～
四
三
号
）�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
（93）



― i ―

　

今
年
は
、
本
研
究
所
が
設
立
さ
れ
て
五
〇
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
発
足
当
初
か
ら
半
世
紀
、
一
貫
し
て
関

わ
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
者
と
し
て
感
慨
無
量
で
あ
る
。
研
究
所
の
存
在
が
、
ど
れ
だ
け
学
内
外
に
貢
献
で
き
た
か
の
評
価
は
他

に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
個
人
的
に
は
研
究
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
と
の
感
が
強

い
。

　

改
め
て
、
こ
れ
ま
で
研
究
所
を
支
え
育
て
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
、
そ
し
て
発
足
以
来
、
調
査
・
研
究
等
の
活

動
に
参
加
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
幾
多
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
表
し
た
く
、
こ
こ
に
五
〇
周
年
記
念
号
を
発
刊
す
る
。

　

本
号
は
特
別
誌
面
を
構
成
し
て
い
る
。
大
き
く
は
三
つ
の
企
画
か
ら
な
り
、
第
一
は
、
こ
の
間
の
研
究
所
の
歩
み
を
「
所
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
か
た
ち
で
記
録
に
留
め
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
内
容
は
聞
き
手
（
菊
池
義
昭
・
古
宇
田
亮
修
の
両
研
究

員
）
の
関
心
と
視
点
に
誘
わ
れ
て
、
五
〇
年
の
土
俵
外
に
も
及
ぶ
も
の
と
な
っ
た
。

　

第
二
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
等
に
参
画
さ
れ
た
内
外
の
研
究
者
に
お
声
を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
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都
合
七
本
の
論
文
等
を
収
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
う
ち
、
菊
池
義
昭
氏
は
、
大
正
末
期
か
ら
全
国
展
開
さ
れ
る
「
児
童
愛
護
デ
ー
」
に
関
し
て
、
各
地
の
新
聞
資
料
を
用

い
て
分
析
し
、
そ
の
歴
史
的
性
格
や
役
割
・
効
果
を
明
ら
か
に
し
、
佐
々
木
光
郎
氏
は
、
明
治
末
・
大
正
期
に
お
け
る
感
化
教

育
事
業
の
う
ち
、
仏
教
寺
院
が
関
係
し
た
感
化
院
の
事
例
を
調
査
し
、
経
営
基
盤
の
脆
弱
性
、
徳
育
に
み
ら
れ
る
理
念
主
導
の

限
界
な
ど
を
指
摘
。
土
井
直
子
氏
は
、
明
治
末
わ
が
国
労
働
者
保
護
事
業
の
先
駆
と
い
う
べ
き
「
浄
土
宗
労
働
共
済
会
」
の
労

働
寄
宿
舎
事
業
を
通
し
て
、
そ
の
防
貧
的
性
格
、
労
働
者
の
修
養
、
自
立
に
着
目
し
、
庄
司
拓
也
氏
は
、
民
間
社
会
事
業
の
財

政
難
が
深
刻
化
す
る
昭
和
前
期
の
社
会
事
業
団
体
に
対
す
る
公
費
助
成
の
在
り
方
と
そ
の
変
化
の
諸
相
を
、
政
策
の
画
期
と
み

ら
れ
る
昭
和
八
年
度
の
「
団
体
奨
励
調
査
書
」
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
。
以
上
は
近
現
代
に
お
け
る
社
会
福
祉
史
の
実
証
的

基
礎
研
究
の
成
果
と
い
え
よ
う
。

　

次
の
白
井
伊
津
子
氏
と
森
田
喜
久
男
氏
の
論
文
は
、
大
巌
寺
宝
物
殿
拓
本
展
示
講
座
「
祈
り
の
す
が
た
―
交
流
す
る
生
者
と

死
者
―
」（
二
〇
一
九
年
十
一
月
）
の
講
義
に
基
づ
く
も
の
。
白
井
氏
は
、
日
本
古
代
と
中
国
の
墓
誌
に
み
ら
れ
る
「
死
」
の

表
現
を
多
角
的
に
検
討
し
、「
死
者
と
向
き
合
う
者
の
、
死
者
へ
の
敬
慕
の
念
」
を
読
み
取
り
、
森
田
氏
も
同
時
代
の
墓
誌
が
、

死
者
へ
の
「
語
り
」、
死
者
と
の
交
流
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
と
捉
え
、
そ
の
衰
退
と
正
史
に
採
録
さ
れ
る
薨
卒
伝
の
登
場
と

の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

第
三
は
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
同
一
九
年
度
の
三
ヵ
年
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
福
祉

思
想
と
そ
の
実
践
に
関
す
る
基
礎
研
究
」
の
成
果
の
一
部
を
、
中
世
二
・
近
世
三
、
都
合
五
本
の
論
文
と
し
て
掲
載
し
た
。
中
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は じ め に

世
で
は
、
宮
城
洋
一
郎
氏
が
、
前
号
で
「
自
誓
受
戒
」
を
説
く
経
典
の
検
討
か
ら
福
祉
実
践
へ
の
つ
な
が
り
を
示
唆
し
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
真
言
律
僧
・
叡
尊
の
授
戒
活
動
と
文
殊
信
仰
を
媒
介
に
す
る
福
祉
実
践
へ
の
展
開
と
そ
の
契
機
を
考
究
。
佐
藤
成

道
氏
は
、
道
元
の
「
永
平
清
規
」
に
始
ま
り
、
寒
巌
、
螢
山
へ
と
至
る
「
清
規
」
の
検
討
を
通
し
て
、
民
衆
教
化
と
福
祉
思
想

の
実
践
的
展
開
を
探
っ
て
い
る
。

　

い
っ
ぽ
う
近
世
で
は
、
古
宇
田
亮
修
氏
が
、
江
戸
初
期
の
黄
檗
僧
・
鉄
眼
の
実
践
を
支
え
た
思
想
解
明
の
糸
口
を
見
出
す
べ

く
、
彼
が
重
視
し
た
「
大
仏
頂
首
楞
厳
経
」
と
「
大
乗
起
信
論
」
に
み
ら
れ
る
戒
律
と
菩
薩
行
に
着
目
、
石
川
達
也
氏
は
、
捨

世
派
念
仏
聖
・
無
能
の
行
業
に
み
ら
れ
る
戒
律
護
持
の
要
素
を
「
円
頓
戒
」
を
通
し
て
確
認
し
、
清
水
海
隆
氏
は
、
先
行
研
究

か
ら
近
世
日
蓮
宗
に
お
け
る
「
倫
理
的
実
践
派
（
持
律
派
）」
の
僧
の
系
譜
に
着
目
し
、
近
代
の
日
蓮
教
団
に
み
ら
れ
る
社
会

的
活
動
の
源
流
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
ほ
か
に
、
本
文
と
し
て
は
白
井
伊
津
子
氏
他
に
よ
る
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
本
古
代
に
お
け
る
詩
文
表

現
の
展
開
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
、「
性
霊
集
便
蒙
引
書
考
証
稿
（
一
）」
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
巻
末
に
は
、

通
常
の
研
究
所
活
動
報
告
と
は
別
に
、
本
研
究
所
年
報
の
創
刊
号
か
ら
第
四
三
号
ま
で
の
「
目
次
一
覧
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

結
び
に
、
執
筆
者
各
位
に
敬
意
を
表
し
、
併
せ
て
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　

令
和
二
年
二
月
吉
日
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
前
期
の
仏
者
と
し
て
、
大
蔵
経
の
開
版
や
講
経
と
い
う
仏
教
的
実
践
（
布
教
活
動
）
と
、
飢
饉
の
救
済
活
動
と
い
う
社
会
的

実
践
と
の
両
面
に
お
い
て
、
顕
著
な
功
績
を
残
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
鉄
眼
道
光
（
一
六
三
〇
―
一
六
八
二
）
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
そ
の

知
名
度
（
（
（

―
尋
常
小
学
校
の
教
科
書
に
も
そ
の
偉
業
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

―
に
比
べ
れ
ば
、
意
外
に
も
少
な
い
と
い
え
る
（
（
（

。
鉄

眼
自
身
が
残
し
た
文
章
と
し
て
は
『
鉄
眼
仮
字
法
語
』
が
あ
る
が
、
分
量
も
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
彼
の
思
想
を
う
か
が
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
彼
の
思
想
研
究
の
乏
し
さ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鉄
眼
の
戒
律
思
想
に

関
し
て
は
、
黄
檗
宗
の
僧
侶
共
通
の
基
礎
で
あ
る
『
隠
元
和
尚
黄
檗
清
規
（
（
（

』
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
彼
が
膨
大
な

大
蔵
経
か
ら
選
択
し
て
講
義
し
た
典
籍
に
は
三
本
あ
り
（『
大
乗
起
信
論
』『
妙
法
蓮
華
経
』『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行

首
楞
厳
経
』（
以
下
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
と
略
す
））、
そ
れ
ら
の
大
乗
経
典
及
び
論
書
に
説
か
れ
る
戒
律
と
菩
薩
行
の
記
述
を
手
が
か

り
に
彼
の
事
蹟
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
彼
の
思
想
に
接
近
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
は
、
長

谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
に
お
け
る
共
同
研
究
「
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
福
祉
思
想
と
そ
の
実
践
に
関
す
る
基
礎
研
究
」（
二
〇
一
七

〈
研
究
報
告　

一
〇
〉　

　

鉄
眼
禅
師
の
実
践
を
支
え
た
思
想

　
　
　
　

―
大
乗
仏
典
に
説
か
れ
る
戒
律
と
菩
薩
行
を
中
心
に

―　
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―
一
九
年
度
）
に
参
加
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
黄
檗
宗
に
お
い
て
社
会
事
業
に
関
与
し
た
僧
と
し
て
は
、
鉄
眼
の
他
に
、
ほ
ぼ
同
世
代
と
い
え
る
了
翁
道
覚
と
鉄
牛
道
機
の

名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
黄
檗
宗
で
は
、
竜
渓
性
潜
の
黄
檗
山
興
立
、
鉄
眼
の
大
蔵
経
刊
行
、
鉄
牛
の
椿
海
干
拓
助
成
を
、「
初
期
黄
檗
の
三

大
業
（
（
（

」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

了
翁
道
覚
（
一
六
三
〇
―
一
七
〇
七
）
は
、
吉
田
久
一
・
長
谷
川
匡
俊
（
（
（

に
よ
れ
ば
、
天
海
版
大
蔵
経
や
そ
の
他
の
和
漢
典
籍
を
収
集
し
、

寛
永
寺
に
経
蔵
や
勧
学
寮
を
建
立
す
る
な
ど
、
こ
ん
に
ち
の
社
会
教
育
施
設
や
図
書
館
事
業
に
相
当
す
る
事
業
を
お
こ
な
っ
た
他
、
施

薬
・
医
療
事
業
、
罹
災
窮
民
の
支
援
、
棄
児
の
救
育
等
に
も
着
手
し
て
い
る
。

　

鉄
牛
道
機
（
一
六
二
八
―
一
七
〇
〇
）
は
、
木
村
得
玄
（
（
（

に
よ
れ
ば
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
年
）、
下
総
の
椿
新
田
に
寺
地
三
ヵ
所
を

下
賜
さ
れ
、
福
聚
寺
、
修
福
寺
、
広
徳
寺
を
開
創
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
山
と
な
っ
た
。
鉄
牛
は
幕
府
へ
の
働
き
か
け
や
、
現
地
で
の
調
整

な
ど
に
尽
力
し
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
椿
つ
ば
き
の
う
み
海
と
い
う
名
の
巨
大
な
湖
を
干
拓
し
農
地
（
（
（

へ
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
、
一
八
の
村

が
新
た
に
誕
生
す
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
（
（
（

。

　

こ
の
三
者
が
い
わ
ゆ
る
社
会
事
業
に
邁
進
す
る
に
至
っ
た
背
景
（
も
し
く
は
前
提
）
と
し
て
、
三
者
に
通
底
す
る
（
大
乗
）
仏
教
の
思

想
が
存
在
す
る
と
し
て
、
そ
れ
が
黄
檗
宗
の
教
義
や
実
践
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
は
重
要
な
論
点
で
あ
る
が
、
今
回
の
共
同
研
究
期

間
で
は
、
そ
こ
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
、
鉄
眼
の
生
い
立
ち
と
仏
道
修
行
、
布
教
の
歩
み

　

鉄
眼
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
鉄
眼
の
高
弟
で
あ
る
宝
洲
が
、
鉄
眼
没
後
三
十
三
回
忌
に
漢
文
で
記
し
た
『
瑞
龍
開
山
宝
蔵
国
師
鉄
眼
和
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尚
行
実
』
に
詳
し
い
。
赤
松
（
一
九
四
二
）
は
、
こ
れ
に
従
っ
て
書
き
下
し
と
解
説
を
加
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
点
を
以
下
に
述
べ
る
。

鉄
眼
は
、
諱い
み
なを
道
光
と
い
い
、
字あ
ざ
なが
鉄
眼
で
あ
っ
た
。
肥
之
後
州
益
城
郡
佐
伯
氏
に
生
れ
る
。
父
は
名
を
浄
信
と
い
い
、
篤
く
仏
教
を
信

奉
（
（
（

し
、
晩
年
に
蓮
社
に
入
る
。
蓮
社
と
は
、
白
蓮
社
の
略
で
あ
り
、
東
晋
の
慧
遠
（
（1
（

が
始
め
た
念
仏
結
社
で
あ
る
。
鉄
眼
は
七
歳
の
時
に
父

よ
り
『
観
無
量
寿
経
』
を
習
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
経
に
説
か
れ
る
念
仏
と
「
日
想
観
」
と
い
う
浄
土
思
想
が
、
赤
松
氏
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、「
晩
年
に
至
る
ま
で
鉄
眼
の
思
想
の
底
流
と
な
」
っ
た
と
い
う
（
（1
（

。

　

鉄
眼
は
一
三
歳
の
時
に
、
同
郡
の
海
雲
法
師
の
も
と
で
出
家
し
た
と
さ
れ
る
。
海
雲
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
赤
松
氏
は
、

「
浄
土
教
を
奉
じ
て
い
た
僧
侶
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
（1
（

。

　

鉄
眼
一
七
歳
の
時
、
豊
前
小
倉
の
永
昌
寺
の
西
吟
法
師
に
教
え
を
乞
う
た
と
さ
れ
る
。
西
吟
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な

い
が
、
鉄
眼
は
彼
の
『
大
乗
起
信
論
』
講
義
を
聞
い
た
こ
と
が
、
彼
の
仏
道
修
行
に
と
っ
て
一
種
の
転
換
点
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

馬
鳴
菩
薩
の
撰
述
と
さ
れ
る
本
書
は
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
圏
に
お
い
て
、
大
乗
仏
教
の
入
門
書
と
し
て
広
く
受
容
さ
れ
て
き
た
。
尚
、
近

年
、
本
書
の
成
立
に
関
し
て
イ
ン
ド
撰
述
説
を
否
定
し
た
大
竹
（
二
〇
一
七
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、
本
稿
の
論
旨
と
の
関
係
は
少
な
い
の

で
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
に
は
触
れ
な
い
。

　

さ
て
、
鉄
眼
が
西
吟
に
よ
る
『
大
乗
起
信
論
』
講
義
を
聞
い
た
こ
と
が
、
の
ち
の
鉄
眼
に
と
っ
て
以
下
の
三
つ
の
起
因
と
な
っ
た
こ
と

を
赤
松
は
指
摘
し
て
い
る
（
○
数
字
筆
者
（
（1
（

）。

①
「
浄
土
教
の
信
仰
よ
り
一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
禅
に
入
る
素
因
を
な
し
」

②
「
他
日
一
向
宗
徒
よ
り
論
諍
を
構
へ
ら
る
る
機
運
を
作
る
に
至
り
」

③
「
特
に
月
感
よ
り
睨
ま
れ
、
且
つ
西
吟
の
高
弟
第
二
世
能
化
職
知
空
か
ら
も
抗
議
さ
れ
る
な
ど
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
因
縁
が
出
来
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た
」

　

そ
の
後
、
鉄
眼
二
一
歳
の
時
、
師
を
追
っ
て
京
都
に
上
り
、
勉
学
を
続
け
る
。
そ
し
て
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
い
て
「
承
応
の

鬩げ
き
し
ょ
う
牆
」
と
呼
ば
れ
る
教
義
紛
争
が
西
吟
と
月
照
の
間
で
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
起
こ
り
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
鉄
眼
二
六
歳
の

時
、
幕
府
は
月
照
と
准
秀
を
流
罪
と
す
る
判
決
を
出
す
。
こ
の
よ
う
な
騒
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鉄
眼
は
京
都
を
去
り
、
長
崎
の

興
福
寺
に
お
い
て
来
日
し
た
隠
元
に
相
見
す
る
。
つ
い
で
同
地
の
福
済
寺
に
お
い
て
木
庵
に
謁
し
た
。
さ
ら
に
鉄
眼
は
、
こ
の
年
に
摂
津

普
門
寺
に
移
っ
た
隠
元
の
も
と
に
参
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鉄
眼
は
、
隠
元
、
木
庵
に
つ
い
て
、
六
年
間
、
修
禅
に
努
め
た
。

　

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）、
鉄
眼
三
二
歳
の
時
、
大
分
県
北
海
部
郡
臼
杵
町
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
多
福
寺
で
行
わ
れ
た
楞
厳
会
に
参

列
す
る
。
こ
の
時
は
、
住
持
を
務
め
る
賢
岩
に
よ
る
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
の
講
経
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
賢
岩
は
鉄
眼
に
覆
講
を
命

じ
た
。
す
る
と
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣
体
で
壇
上
に
上
が
っ
た
鉄
眼
は
、
雄
弁
滔
々
と
講
義
を
行
い
、
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
た
と
い
う
。
そ
の

様
子
を
赤
松
氏
は
、「
賢
岩
の
講
説
を
一
言
一
句
も
聞
き
洩
さ
ず
、
首
肯
、
批
判
を
繰
り
返
し
つ
つ
充
分
咀
嚼
し
、
自
己
薬
籠
の
も
の
と

な
し
、
他
日
随
所
に
講
経
す
る
の
助
因
と
な
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
（1
（

。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
鉄
眼
は
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
や
『
妙
法
蓮
華
経
』『
大
乗
起
信
論
』
の
講
経
を
折
に
ふ
れ
て
行
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）、
肥
後
川
尻
の
大
慈
寺
に
お
い
て
干
魃
を
解
く
た
め
に
七
日
間
楞
厳
呪
を
唱
え
、
雨
を

祈
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
期
待
さ
れ
た
の
は
降
雨
と
い
う
具
体
的
な
現
世
利
益
で
あ
る
が
、
現
代
人
の
常
識
（
＝
科
学
的
世
界
観
）
か
ら

判
断
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
動
を
軽
く
見
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
鉄
眼
が
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
を
深
く
信
仰
し
、

と
り
わ
け
そ
の
精
髄
と
も
い
え
る
楞
厳
呪
の
効
験
を
も
っ
て
人
々
を
救
済
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
大
蔵
経
開
版
や
飢
饉
の
救
済
活
動
と

い
う
現
代
人
に
も
理
解
し
や
す
い
仏
教
的
実
践
と
は
性
質
は
異
な
る
に
し
て
も
、
本
人
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
ら
と
同
等
の
真
剣
味
を
も
っ
て
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取
り
組
ん
だ
実
践
法
（upāya- 

方
便
）
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
降
雨
に
関
す
る
儀
礼
に
仏
教
の
僧
侶
た
ち
が
関
わ

っ
て
お
り
（
（1
（

、
そ
の
た
め
の
経
典
・
陀
羅
尼
類
は
中
国
を
経
由
し
、
日
本
で
も
尊
重
さ
れ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
『
大
仏

頂
首
楞
厳
経
』
の
成
立
が
イ
ン
ド
で
あ
る
か
中
国
で
あ
る
か
は
、
仏
教
史
を
考
え
る
上
で
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
そ

こ
に
含
ま
れ
る
「
楞
厳
呪
」
の
梵
文
は
、
イ
ン
ド
文
化
圏
（
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
を
含
む
）
で
成
立
し

て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
後
の
鉄
眼
の
業
績
と
し
て
は
、
大
蔵
経
開
版
と
飢
饉
の
救
済
活
動
が
あ
る
。
鉄
眼
版
大
蔵
経
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
山

（
二
〇
一
二
）
の
記
述
に
譲
る
。
最
晩
年
に
行
っ
た
と
さ
れ
る
飢
饉
の
救
済
活
動
に
つ
い
て
は
、『
瑞
龍
開
山
宝
蔵
国
師
鉄
眼
和
尚
行
実
』

が
主
た
る
資
料
で
あ
り
、
そ
の
記
述
に
は
半
ば
伝
説
化
し
て
い
る
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
か
と
い
っ
て
事
実
に
基
づ
か
な
い
伝

承
と
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
救
済
活
動
中
の
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
三
月
二
二
日
、
数
え
五
二
歳
に
し
て
遷
化
す
る
。

鉄
眼
の
仏
道
修
行
は
、
浄
土
教
か
ら
入
り
、
黄
檗
禅
を
深
く
学
び
、
講
経
を
続
け
な
が
ら
大
蔵
経
開
版
を
志
し
且
つ
そ
れ
を
実
現
し
、
飢

饉
救
済
に
邁
進
す
る
中
で
遷
化
し
た
と
い
う
、
他
の
仏
者
と
ほ
と
ん
ど
重
な
る
こ
と
の
な
い
経
歴
と
独
自
性
が
み
ら
れ
る
。
彼
の
実
践
を

支
え
た
思
想
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

―
生
涯
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
が
存
在
し
た
と
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い
が

―
と

い
う
の
が
、
本
論
の
主
題
で
あ
る
。

二
、「
戒
律
」
と
い
う
語
に
つ
い
て

　

本
論
に
入
る
前
に
「
戒
律
」
と
い
う
語
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。「
戒
律
」
と
い
う
語
は
、「
戒
」
と
「
律
」
と
か
ら
成
る
が
、

漢
訳
仏
典
で
は
、「
戒
」
は
巴sīla-

、
梵śīla-

の
訳
語
で
あ
り
、「
律
」
は
、
巴
・
梵vinaya-

の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
（1
（

。
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巴sīla-

の
意
味
に
つ
い
て
、『
パ
ー
リ
仏
教
辞
典
』
で
は
、「
戒
、
い
ま
し
め; 

性
質
、
性た
ち

、
習
性
、
性な
ら
い、
癖く
せ

」
の
訳
語
を
挙
げ
（
（1
（

、
平
川

彰
は
、「
シ
ー
ラ
の
元
の
意
味
は
、
習
慣
性
、
良
い
習
慣
と
言
う
意
味
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
（
（1
（

。
巴sīla-

は
、
教
団
成
立
後
の
仏
教
に
お
い

て
は
、
具
体
的
に
は
、「
仏
教
教
団
に
お
い
て
守
る
べ
き
条
項
の
集
成
」（
巴pātim

okkha, 

梵prātim
okṣa-(sūtra-)

（
漢 

波
羅
提
木
叉
））

に
含
ま
れ
る
個
々
の
条
項
を
指
す
（
具
足
戒
。
比
丘
の
場
合
二
〇
〇
を
超
え
る
）。
尚
、
こ
の
波
羅
提
木
叉
も
「
戒
経
、
戒
本
」
と
訳
さ

れ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

巴
・
梵vinaya-

は
、
動
詞vi√nī-

（「
除
去
す
る
、
制
御
す
る
」
等
を
意
味
す
る
）
か
ら
作
ら
れ
た
動
作
名
詞
（nom

en actionis

）
で

あ
る
が
、
仏
教
文
献
以
外
の
梵
文
学
に
お
け
るvinaya-

の
意
味
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
原
（
二
〇
〇
四
）
が
あ
る
。
こ
の
論
文

を
踏
ま
え
、
筆
者
の
見
解
を
述
べ
れ
ば
、vinaya-

は
「
除
去
」
と
「
制
御
」
の
二
義
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の

二
義
も
は
っ
き
り
分
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
義
は
、
本
来
「（
望
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の

を
）
異
な
っ
た
状
態
へ
と
導
く
（
変
容
さ
せ
る
、
手
を
加
え
る
）」
と
い
う
一
義
を
想
定
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ

う
。
一
般
に
、√nī-

は
「
導
く
」、vi-

は
「
異
な
っ
た
状
態
、
反
対
、
分
離
」
を
意
味
す
る
（
例
え
ば
、vipāka-

が
「
異
熟
」
と
訳
さ
れ

る
こ
と
も
参
照
の
こ
と
）。
そ
し
て
、
後
者
の
「
制
御
」
の
対
象
が
欲
望
で
あ
れ
ば
「
禁
欲
」、
自
己
で
あ
れ
ば
「
自
制
」、
動
物
で
あ
れ

ば
「
調
教
」、
子
ど
も
や
修
行
者
で
あ
れ
ば
「
訓
練
、
躾
、
教
育
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仏
教
文
献
に
お
い
て
も
、
本

来
「
自
制
、
自
己
規
律
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
最
終
的
に
は
「
教
団
規
則
」
を
意
味
す
る
専
門
用
語
と
し
て
意
味
が
固

定
さ
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
の
文
献
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
を
並
列
に
並
べ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
、
漢
訳
で
「
戒
律
具

足
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
パ
ー
リ
原
典
で
は
、sīlavā

「
戒
を
保
っ
て
い
る
」
で
あ
っ
た
り
す
る
（
（1
（

。
お
そ
ら
く
は
、sīla-/śīla-

と
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vinaya-

で
は
、vinaya-

はsīla-/śīla-

を
包
括
す
る
が
、
そ
の
逆
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
意
味
範
囲
が
異
な
る
た
め
、
並
列
複
合
語

に
な
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、sīla-/śīla-

とvinaya-

は
、
全
く
別
の
概
念
と
い
う
よ
り
は
、

意
味
範
囲
が
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
古
代
イ
ン
ド
語
と
し
て
は
、
名
詞
と
動
作
名
詞
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
、
い
わ
ば
類
義
語
で
あ
っ

た
と
み
な
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
両
者
は
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
例
え
ば
『
岩
波
仏
教
辞
典
（
第
二
版
）』
で
の
記
述
の
よ
う

に
「〈
戒
〉
と
は
修
行
規
則
を
守
ろ
う
と
す
る
自
発
的
な
決
心
で
、
修
行
を
推
進
す
る
自
発
的
な
精
神
で
あ
る
。〈
律
〉
は
教
団
（
僧

伽
）」
の
規
則
の
意
。」
と
い
う
よ
う
な
明
確
な
対
立
概
念
（
も
し
く
は
相
補
概
念
）
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
仏
教
学
者
が
し
ば
し
ば
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
・
日
本
に
お
い
て
初
め
て
「
戒
律
」
と
い
う
語
が
多
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
単
に
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
中
国
・
日
本
の
仏
教
が
イ
ン
ド
の
文
脈
か
ら
外
れ
て
（
堕
落
？
し
て
）
い
っ
た

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
さ
れ
た
い

―
た
と
え
中
国
仏
教
・
日
本
仏
教
に
お
け
るvinaya

の
在
り
方
が

大
き
く
変
貌
し
、
上
座
部
仏
教
の
よ
う
な
形
態
のvinaya

が
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。

三
、『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
を
め
ぐ
っ
て

（
一
）
鉄
眼
と
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』

　

そ
れ
で
は
、
鉄
眼
禅
師
が
重
視
し
た
経
典
で
あ
る
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
に
み
ら
れ
る
戒
律
と
菩
薩
行
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る

こ
と
に
す
る
。

　

鉄
眼
と
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
澤
邦
由
氏
の
研
究
（
二
〇
一
六
）
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
鉄
眼
三
二

歳
の
と
き
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
、
豊
後
の
臨
済
宗
・
多
福
寺
に
お
い
て
、
賢
厳
禅
悦
に
よ
る
講
釈
を
聴
講
し
、
こ
の
と
き
鉄
眼
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も
覆
講
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
三
四
歳
の
と
き
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
、
熊
本
の
曹
洞
宗
・
禅
定
寺
に
お
い
て
こ
の
経

を
講
義
し
て
い
る
。
鉄
眼
は
、
法
華
経
や
大
乗
起
信
論
も
講
義
し
て
い
る
が
、
記
録
に
よ
る
限
り
、『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
の
講
義
回
数

が
一
番
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
澤
氏
は
、
駒
澤
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
鉄
眼
に
よ
る
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
の
講
義
（
長
水
子
璿

『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
）
を
聴
い
た
顕
修
と
い
う
僧
侶
が
残
し
た
と
考
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
発
見
し
た
。
こ
の
時

の
講
義
は
、
四
ヵ
月
半
に
も
及
ぶ
も
の
で
、
休
講
の
日
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
延
べ
日
数
は
最
大
一
三
五
日
に
も
な
る
と
い
う
。
大

澤
氏
の
い
う
よ
う
に
、
長
水
子
璿
に
よ
る
こ
の
一
〇
巻
に
も
及
ぶ
テ
キ
ス
ト
を
全
て
講
読
し
た
と
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
に
か
な
り
の
日
数

を
要
し
た
こ
と
は
当
然
推
測
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
大
澤
氏
は
、
鉄
眼
の
生
涯
が
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
に
深
く
関
係
し
て
い
た
こ
と
を

ま
と
め
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
こ
の
よ
う
に
、
鉄
眼
の
生
涯
は
『
楞
厳
経
』
と
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
賢
厳
に
出
会
っ
て
自
信
を
深
め
、
講
経
活
動
を
開
始
し

自
信（
身
）の

名
声
を
高
め
た
の
も
、
論
難
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
も
ま
た
『
楞
厳
経
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
鉄
眼
は
黄
檗
宗
の
門
下
に
は
あ

っ
た
が
、
鉄
眼
が
大
蔵
経
刊
行
や
『
楞
厳
経
』
等
の
講
義
に
熱
を
傾
け
た
よ
う
に
、
そ
の
活
動
は
む
し
ろ
講
経
僧
と
し
て
の
色
合
い

が
強
い
（
（2
（

。」

　

ま
た
、
大
澤
氏
は
、
鉄
眼
の
思
想
的
立
場
は
、
黄
檗
派
の
思
想
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
「
教
禅
一
致
の
思
想
」
に
拠
っ
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
問
題
提
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
長
水
子
璿
の
注
釈
を
重
視
し
た
こ
と
な
ど
も
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

指
摘
は
、
鉄
眼
の
思
想
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
大
澤
氏
は
、
鉄
眼
を
黄
檗
僧
と
し
て
理
解
す
る

だ
け
で
よ
い
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
従
来
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
次
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。

①
木
庵
が
鉄
眼
に
払
子
を
授
け
て
嗣
法
し
た
際
に
、
鉄
眼
を
「
講
経
の
僧
」
と
の
条
件
付
き
で
嗣
法
を
認
め
た
こ
と
、
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②
そ
れ
に
よ
り
鉄
眼
が
こ
の
嗣
法
を
生
涯
後
悔
し
て
い
た
可
能
性
、

③
こ
の
嗣
法
は
そ
も
そ
も
化
縁
と
大
蔵
経
刊
行
の
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
可
能
性
、

④
さ
ら
に
鉄
眼
が
黄
檗
宗
と
し
て
の
嗣
法
者
を
ひ
と
り
も
残
さ
ず
に
示
寂
し
た
こ
と
、

⑤
彼
の
弟
子
宝
洲
は
鉄
眼
の
死
後
木
庵
に
嗣
法
し
て
形
の
上
で
は
師
と
弟
子
と
い
う
関
係
で
は
な
く
鉄
眼
の
法
弟
と
な
っ
た
こ
と
（
（2
（
　

　

鉄
眼
の
生
涯
と
そ
の
思
想
を
理
解
す
る
際
の
問
題
点
と
し
て
、
こ
の
五
点
に
関
す
る
理
解
は
重
要
で
あ
る
。
筆
者
は
、
現
時
点
に
お
い

て
こ
の
五
点
に
つ
い
て
詳
し
く
論
ず
る
資
格
は
な
い
が
、
大
澤
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
鉄
眼
の
「
教
禅
一
致
思
想
」
は
、
こ
れ
ら
の
諸

点
を
解
決
す
る
一
つ
の
鍵
と
し
て
機
能
し
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、「
教
禅
一
致
」
の
提
唱
者
と
み
な
さ
れ
る
圭

峯
宗
密
と
彼
が
依
拠
し
た
『
円
覚
経
』
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

（
二
）
圭
峯
宗
密
と
『
円
覚
経
』

　

中
国
華
厳
宗
の
第
五
祖
と
さ
れ
る
圭
峯
宗
密
禅
師
（
以
下
「
宗
密
」
と
表
記
）
は
、
五
四
歳
頃
の
著
作
と
推
定
さ
れ
る
『
禅ぜ
ん

源げ
ん

諸し
ょ

詮せ
ん

集し
ゅ
う

都と

序じ
ょ

』
や
執
筆
年
不
詳
の
『
原げ
ん
に
ん
ろ
ん

人
論
』
と
い
う
著
作
で
有
名
で
あ
る
が
、
彼
が
依
拠
し
た
経
典
と
し
て
は
、『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了

義
経
』（
大
正
蔵　

八
四
二
、
以
下
、
通
称
の
『
円
覚
経
』
を
用
い
る
）
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
註
釈
で
あ
る
『
円
覚
経
大
疏
』
を

四
三
歳
の
頃
に
執
筆
し
て
い
る
。
鎌
田
茂
雄
は
、
こ
の
『
円
覚
経
』
自
体
、
中
国
撰
述
の
所
謂
「
偽
経
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
十
世
紀
以

降
の
中
国
仏
教
を
大
き
く
変
え
た
経
典
」
と
評
価
し
て
い
る
（
（2
（

。
し
か
も
、
こ
の
『
円
覚
経
』
は
、
鎌
田
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
そ
の

内
容
は
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
に
『
大
乗
起
信
論
』
の
教
義
を
も
り
こ
ん
で
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
（
（2
（

。
な
お
、
宗

密
の
思
想
と
中
国
に
お
け
る
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
胡
建
明
著
『
圭
峯
宗
密
思
想
の
綜
合
的
研
究
』
に
お
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い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
今
後
、
日
本
に
お
け
る
「
教
禅
一
致
思
想
」
を
再
検
討
し
て
い
く
際
に
も
、
基
本
と
な
る
研

究
と
み
な
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
『
円
覚
経
』
を
読
ん
で
み
る
と
、「
菩
薩
行
」
＝
「
社
会
的
（
利
他
的
）
実
践
」
に
関
係
す
る
思
想
も
説
か
れ
る
。
第
八

章
で
は
、
三
つ
の
法
門
、
即
ち
「
奢
摩
他
（
梵śam

atha-

）」「
三
摩
鉢
提
（
巴
、
梵sam

āpatti-

）」「
禅
那
（
梵dhyāna-

）」
と
い
う
修
行

法
が
説
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
、「
奢
摩
他
」
と
「
禅
那
」
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
教
義
理
解
を
受
け
継
い
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
三
摩
鉢
提
」
の
原
語sam

āpatti-

は
、「
等
至
」
と
漢
訳
さ
れ
る
語
で
あ
り
、
現
代
語
に
訳
せ
ば
「
精
神
集
中
」「
心
統
一
」「
入
定
」
と

い
う
よ
う
な
訳
語
が
考
え
ら
れ
る
が
、『
円
覚
経
』
の
語
り
手
は
こ
れ
に
特
殊
な
意
味
を
付
与
し
て
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
第
九
章
（
大
正
蔵
、
一
七
巻
、
九
一
八
頁
ｂ
）
で
は
、

「
若
諸
菩
薩
先
取
至
靜
。
以
靜
慧
心
照
諸
幻
者
。
便
於
是
中
起
菩
薩
行
。
此
菩
薩
者
名
先
修
奢
摩
他
後
修
三
摩
鉢
提
。（
お
よ
そ
、
菩

薩
は
先
に
至
静
を
取
り
、
静
恵
の
心
を
以
て
、
諸
の
幻
者
を
照
し
、
す
な
わ
ち
是
の
中
に
於
て
、
菩
薩
行
を
起
さ
ん
。
此
の
菩
薩
は

先
に
奢
摩
他
を
修
め
て
、
後
に
三
摩
鉢
提
を
修
む
と
名
づ
く
。）」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
奢
摩
他
に
よ
っ
て
静
ま
っ
た
心
の
中
に
、「
幻
者
」
＝
「
人
形
」
を
映
写
し
、
人
形
遣
い
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
完

璧
に
操
作
す
る
と
い
う
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。「
幻
者
」
＝
「
人
形
」
と
は
、
現
実
世
間
に
生
き
る
衆
生
そ
の
も
の
の
隠
喩
で

あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
冷
静
に
こ
の
現
実
世
界
で
の
役
割
を
果
た
し
つ
く
す
（
／
演
じ
き
る
）
と
い
う
菩
薩

の
理
想
像
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
三
摩
鉢
提
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
文
の
用
例
か
ら
帰
納
的
に
考
え
る

と
、
我
々
が
（
社
会
的
・
世
俗
的
な
）
活
動
を
す
る
際
に
、
人
形
遣
い
の
よ
う
に
、
外
部
か
ら
そ
れ
を
冷
静
に
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
精
神
統
一
の
状
態
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。「
奢
摩
他
」
と
「
禅
那
」
だ
け
で
は
、
仏
教
思
想
と
し
て
基
本
的
な
も
の
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に
す
ぎ
な
い
の
で
、『
円
覚
経
』
で
敢
え
て
説
か
れ
る
必
然
性
は
少
な
い
が
、
こ
の
「
三
摩
鉢
提
」
と
い
う
基
本
的
用
語
に
特
殊
な
意
味

を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
の
実
践
が
初
め
て
可
能
に
な
る
と
い
う
形
で
、
こ
の
三
法
門
と
い
う
教
義
を
独
自
性
の
あ
る
も
の
と

し
て
新
た
に
打
ち
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
三
）『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
の
概
要

　

次
に
、『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
本
経
は
、
阿
難
（Ā

nanda

）
が
、
外
道
の
呪
を
操
る
遊
女
・
摩
登
伽

女
（m

ātaṅgī-

）
に
誘
惑
さ
れ
、
戒
体
を
破
り
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
世
尊
は
妙
な
る
呪
を
唱
え
、
文
殊
を
派
遣
す
る
と
、
外
道
の
呪

は
解
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
端
を
発
す
る
。
そ
し
て
、
阿
難
は
世
尊
の
元
に
戻
り
、
道
力
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
悔
し

が
り
、「
奢
摩
他
」
と
「
三
摩
（sam

ādhi-
）」
と
「
禅
那
」
の
初
歩
を
教
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
懇
願
し
た
と
こ
ろ
、
世
尊
に
よ
る
説

法
が
始
ま
る
。
本
経
は
、
全
一
〇
巻
か
ら
成
る
。
本
経
の
現
代
語
訳
と
し
て
は
、
ま
ず
巻
一
か
ら
巻
四
前
半
ま
で
は
、
荒
木
見
悟
氏
に
よ

る
も
の
が
存
在
す
る
（
（2
（

。
ま
た
、
巻
六
に
関
し
て
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
教
学
研
究
委
員
会
編
に
よ
る
現
代
語
訳
が
存
在
す
る
（
（2
（

。
そ
し
て
、

第
七
で
は
、
次
節
で
扱
う
楞
厳
呪
が
説
か
れ
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
は
本
邦
に
お
い
て
多
数
存
在
す
る
（
（2
（

。

　

ま
た
、
本
経
も
ま
た
『
円
覚
経
』
の
場
合
と
同
様
に
、
イ
ン
ド
で
著
さ
れ
た
梵
本
を
漢
訳
し
た
真
経
で
あ
る
と
い
う
説
と
、
中
国
で
撰

述
さ
れ
た
偽
経
で
あ
る
と
い
う
説
と
の
間
で
、
長
い
間
の
論
争
が
あ
っ
た
。
そ
の
最
終
的
な
解
決
は
未
だ
為
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
日
本
で
は
、
古
く
は
道
元
禅
師
に
よ
る
偽
経
説
が
あ
り
、
近
代
で
は
望
月
信
亨
博
士
に
よ
っ
て
偽
経
説
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
現
在
で
は
偽
経
説
の
立
場
に
立
つ
学
者
が
比
較
的
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
林
敏
（
二
〇
一
四
）
が
、
こ
の

（
漢
文
）
経
典
の
テ
ク
ス
ト
自
体
に
二
系
統
あ
り
、
一
方
が
他
方
に
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
か
を
論
証
し
、
ま
た
そ
の
訳
者
名
の
相
違
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に
つ
い
て
も
新
た
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　

本
経
の
端
緒
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
戒
律
の
遵
守
や
、
修
行
の
成
満
と
い
っ
た
主
題
が
底
流

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
説
か
れ
る
具
体
的
な
思
想
に
関
し
て
は
、
如
来
蔵
思
想
と
の
関
係
が
問
題
に
な
ろ
う
が
、
残
念
な
が
ら
、

筆
者
の
力
量
で
は
そ
こ
ま
で
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
先
行
研
究
（
周
綉
鶯
（
一
九
七
三
））
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
中

国
・
日
本
仏
教
に
お
い
て
、
本
経
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
近
代
仏
教
学
に
お
い
て
は
、
偽
経
と
い
う
疑
い

も
あ
っ
て
か
そ
れ
ほ
ど
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
面
も
あ
り
、
思
想
的
研
究
は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い
え
よ
う
。

（
四
）「
楞
厳
呪
」
に
つ
い
て

　
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
に
含
ま
れ
る
陀
羅
尼
は
、
中
国
・
日
本
の
禅
宗
各
派
に
お
い
て
「
楞
厳
呪
」
と
称
さ
れ
、
勤
行
や
儀
式
、
葬
儀

に
お
い
て
読
誦
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
数
多
書
写
を
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
陀
羅
尼
の
正
式
な
梵
文
タ
イ
ト
ル
は
、tathāgatoṣṇīṣa

sitātapatrāparājitā pratyaṅgirā dhāraṇī

と
復
元
さ
れ
、
こ
れ
を
訳
せ
ば
、「
如
来
の
頂
髻
で
あ
る
白
い
傘
（
仏
頂
白
傘
蓋
）
と
称
す
る
、

不
敗
の
、
プ
ラ
テ
ィ
ア
ン
ギ
ラ
ー
女
尊
の
（
／
呪ア
ン
ギ
ラ
ス詛に

対
抗
す
る
）
陀
羅
尼
」
と
な
る
。
こ
こ
で
い
う
ア
ン
ギ
ラ
ス
（aṅgiras-

）
と
は

ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
呪
詛
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
楞
厳
呪
の
末
尾
の
部
分
に
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
（
復
元
梵
文
と
試
訳
）。

「
…
…
白
い
傘
と
い
う
、
偉
大
な
金
剛
と
い
う
頂
髻
で
あ
る
、
偉
大
な
プ
ラ
テ
ィ
ア
ン
ギ
ラ
ー
女
尊
［
た
る
］
我
は
、
一
二
由
旬
の

範
囲
内
（
＝
結
界
）
に
呪
文
を
封
じ
込
め
よ
う
。
十
方
に
お
い
て
封
じ
込
め
よ
う
。
敵
の
呪
文
を
封
じ
込
め
よ
う
。（sitātapatrā 

m
ahāvajroṣṇīṣā m

ahāpratyaṅgirā yāvad-dvādaśayojanābhyantareṇa vidyābandhaṅ karom
i diśābandhaṅ karom

i 



― 305 ―

鉄眼禅師の実践を支えた思想

paravidyābandhaṅ karom
i

）」

　

こ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
陀
羅
尼
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
仏
教
の
修
行
僧
た
ち
が
修
行
を
成
就
す
る
た
め
に
は
、
対
立
す
る
バ
ラ
モ
ン

教
の
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
呪
詛
に
よ
る
妨
害
を
封
じ
込
め
る
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
な
条
件
で
あ
る
と
い
う
修
行
僧
た
ち
の
信
仰

が
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
当
時
の
宗
教
間
対
立
を
反
映
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
も
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
以
下
の
七
種
が
現
存
す
る
。

　

① 

不
空
音
訳
『
大
仏
頂
如
来
放
光
悉
怛
多
鉢
怛
羅
陀
羅
尼
』（
大
正
蔵　

九
四
四
）

　

② 

般
刺
蜜
帝
訳
『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』（
大
正
蔵　

九
四
五
）

　

③ 

沙
囉
巴
訳
『
仏
頂
大
白
傘
蓋
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵　

九
七
六
）

　

④ 

真
智
等
訳
『
仏
頂
大
白
傘
蓋
総
持
陀
羅
尼
経
』（
大
正
蔵　

九
七
七
）

　

⑤ 

長
谷
宝
秀
師
編
『
大
師
御
請
来
梵
字
真
言
集
』
所
収
：
東
寺
御
影
堂
宝
庫
所
蔵
古
写
本

　

⑥ 

悉
曇
本
：
霊
雲
寺
版
普
通
真
言
蔵
（
大
正
蔵　

九
四
四
ｂ
）

　

⑦ 

慈
雲
尊
者
『
梵
学
津
梁
』
所
収
本
（
（2
（
　

　

こ
れ
に
関
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
は
、
東
京
大
学
所
蔵
写
本
に
含
ま
れ
る
単
行
本
六
本
と
陀
羅
尼
集
数
本
（
（2
（

の
他
、
ネ
パ
ー
ル
の
ア

ー
シ
ャ
ー
サ
フ
ー
ク
テ
ィ
古
文
書
館
所
蔵
写
本
に
も
複
数
本
含
ま
れ
る
（
（2
（

な
ど
、
数
多
の
写
本
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
の
還
梵
や
比

較
研
究
は
、
谷
川
泰
教
（
一
九
八
二
）、
木
村
得
元
（
二
〇
〇
六
）、
野
口
善
敬
（
二
〇
〇
七
）、
木
村
俊
彦
（
二
〇
〇
三
、
二
〇
一
三
）

等
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
重
要
性
か
ら
日
本
で
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
仔
細
に
は
触
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
で
は
、
こ
の
楞
厳
呪
の
後
に
、
そ
の
一
〇
種
の
効
能
を
述
べ
て
い
る
。
や
や
長
く
な
る
が
以
下
に
引
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用
す
る
（
現
代
語
訳
は
野
口
（
二
〇
〇
七
）
よ
り
引
用
し
た
）。

① 
十
方
如
來
因
此
呪
心
。
得
成
無
上
正
遍
知
覺
。（
十あ
ら
ゆ
る方
如
来
は
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

に
因
っ
て
、
正
し
く
偏
り
の
な
い
無
上
の
知さ
と
り覚
を
完
成

さ
せ
る
。）

② 

十
方
如
來
執
此
呪
心
。
降
伏
諸
魔
制
諸
外
道
。（
十あ
ら
ゆ
る方
如
来
は
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

を
〔
武
器
と
し
て
〕
手
に
と
っ
て
、
諸
々
の
悪
魔
を
鎮

め
、
諸
々
の
邪
教
を
制
裁
す
る
。）

③ 

十
方
如
來
乘
此
呪
心
。
坐
寶
蓮
華
應
微
塵
國
。（
十あ
ら
ゆ
る方
如
来
は
、
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

の
助
け
を
か
り
て
、〔
宇
宙
の
根
源
で
あ
る
〕
宝
蓮

華
〔
の
坐
〕
に
坐
し
、
数
限
り
な
い
世
界
〔
の
一
つ
一
つ
〕
に
出
現
す
る
。）

④ 

十
方
如
來
含
此
呪
心
。
於
微
塵
國
轉
大
法
輪
。（
十あ
ら
ゆ
る方

如
来
は
、
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

を
〔
口
に
〕
含
ん
で
、
数
限
り
な
い
世
界
〔
の
一
つ

一
つ
〕
で
偉
大
な
る
法お
し
え輪

を
広
め
る
。）

⑤ 

十
方
如
來
持
此
呪
心
。
能
於
十
方
摩
頂
授
記
。
自
果
未
成
亦
於
十
方
蒙
佛
授
記
。（
十あ
ら
ゆ
る方

如
来
は
、
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

を
保
持
し
て
、

十あ
ら
ゆ
る方

〔
世
界
〕
に
お
い
て
頂あ
た
まを

摩な
で

て
授
記
（
成
仏
の
認
可
）
を
す
る
。
自
ら
の
修
行
が
未
だ
完
成
し
て
い
な
い
者
で
も
、〔
呪じ
ゅ

心も
ん

の

力
に
よ
っ
て
〕
十あ
ら
ゆ
る方

〔
世
界
〕
で
仏
の
授
記
を
受
け
る
。）

⑥ 

十
方
如
來
依
此
呪
心
。
能
於
十
方
拔
濟
群
苦
。
所
謂
地
獄
餓
鬼
畜
生
盲
聾
瘖
瘂
。
怨
憎
會
苦
愛
別
離
苦
。
求
不
得
苦
五
陰
熾
盛
。

大
小
諸
横
同
時
解
脱
。
賊
難
兵
難
王
難
獄
難
。
風
水
火
難
飢
渇
貧
窮
應
念
銷
散
。（
十あ
ら
ゆ
る方

如
来
は
、
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

に
依
っ
て
、
十あ
ら
ゆ
る方

〔
世
界
〕
に
お
い
て
幾
多
〔
の
者
〕
の
苦
し
み
を
除
き
去
っ
て
救
済
す
る
。
い
わ
ゆ
る
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
や
視
力
・
聴
力
・
言
語

機
能
の
病
〔
を
は
じ
め
と
す
る
八
難
〕、
怨
憎
会
苦
、
愛
別
離
苦
、
求
不
得
苦
・
五
陰
熾
盛
〔
の
八
苦
〕、
大
小
諸
々
の
横
死
（
災
難

に
よ
る
非
業
の
死
）〔
の
苦
し
み
〕
か
ら
一
気
に
解
放
さ
れ
、
賊
難
・
兵
難
・
王
難
・
獄
難
・
風
難
・
水
難
・
火
難
〔
の
七
難
〕、
飢
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渇
貧
困
〔
の
苦
し
み
〕
は
、
一
瞬
に
し
て
消
え
失
せ
る
。）

⑦ 
十
方
如
來
隨
此
呪
心
。
能
於
十
方
事
善
知
識
。
四
威
儀
中
供
養
如
意
。
恒
沙
如
來
會
中
推
爲
大
法
王
子
。（
十あ
ら
ゆ
る方
如
来
は
、
こ
の

呪じ
ゅ

心も
ん

に
随
っ
て
、
十あ
ら
ゆ
る方
〔
世
界
〕
に
お
い
て
優
れ
た
指
導
者
に
仕
え
、〔
行
住
坐
臥
の
〕
日
常
生
活
の
中
で
供
養
す
る
こ
と
思
い
の

ま
ま
で
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
粒
ほ
ど
数
限
り
な
い
如
来
の
〔
説
法
す
る
〕
会
の
中
で
、
推
挙
さ
れ
て
大
法
王
子
（
偉
大
な
る
法
を
得

た
王
子
）
と
さ
れ
る
。）

⑧ 

十
方
如
來
行
此
呪
心
。
能
於
十
方
攝
受
親
因
。
令
諸
小
乘
聞
祕
密
藏
不
生
驚
怖
。（
十あ
ら
ゆ
る方
如
来
は
、
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

を
実
践
し
て
、

十あ
ら
ゆ
る方
〔
世
界
〕
に
お
い
て
〔
成
仏
の
〕
親
因
（
種
）
を
受
け
入
れ
て
〔
悟
り
を
開
き
〕、
諸
々
の
小
乗
〔
の
者
〕
に
〔
こ
の
〕
秘
密

蔵
（
呪じ
ゅ

心も
ん

）
を
聞
か
せ
て
驚
き
や
怖
れ
〔
の
心
〕
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。

⑨ 

十
方
如
來
誦
此
呪
心
。
成
無
上
覺
坐
菩
提
樹
入
大
涅
槃
。（
十あ
ら
ゆ
る方

如
来
は
、
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

を
誦
え
て
、
無
上
の
覚
を
完
成
し
、
菩
提

樹
〔
の
下
〕
に
坐
し
て
、
大
い
な
る
涅
槃
に
入
る
。）

⑩ 

十
方
如
來
傳
此
呪
心
。
於
滅
度
後
付
佛
法
事
究
竟
住
持
。
嚴
淨
戒
律
悉
得
清
淨
。（
十あ
ら
ゆ
る方

如
来
は
、
こ
の
呪じ
ゅ

心も
ん

を
伝
え
て
、
自
分

の
死
後
に
お
け
る
仏
法
〔
護
持
〕
の
事
を
〔
弟
子
た
ち
に
〕
付
託
し
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
〔
仏
法
を
〕
保
持
存
続
さ
せ
、
戒
律
を
正

し
く
守
ら
せ
て
、
こ
と
ご
と
く
〔
人
々
の
行
な
い
を
〕
清
浄
に
さ
せ
る
。）

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
楞
厳
呪
の
功
徳
は
、
①
修
行
の
成
就
、
②
邪
教
の
降ご
う
ぶ
く伏

、
③
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
出
現
す
る
こ
と
、
④
あ
ら
ゆ
る

世
界
に
法
輪
を
転
じ
る
こ
と
、
⑤
授
記
の
確
定
、
⑥
災
難
・
苦
難
等
の
防
御
・
救
済
、
⑦
大
法
王
子
（
仏
陀
の
後
継
者
）
と
な
る
こ
と
の

確
定
、
⑧
小
乗
の
徒
へ
の
教
化
、
⑨
涅
槃
の
獲
得
、
⑩
後
世
の
修
行
者
の
戒
律
を
保
つ
こ
と
、
と
な
る
。

　

ま
た
、
野
口
（
二
〇
〇
七
、
八
五
頁
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
…
…
と
も
あ
れ
、
こ
の
陀
羅
尼
が
修
行
を
妨
げ
る
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
除
く
た
め
の
も
の
と
し
て
日
本
仏
教
で
理
解
さ
れ
、
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
楞
厳
経
』
が
広
く
読
ま
れ
流
行
し
て
い
た
中
国
で
は
、
当
然
、
こ
の
様
な
こ
と
は
常
識
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
禅
門
に
お
け
る
「
楞
厳
呪
」
の
読
誦
も
、
経
文
に
書
い
て
あ
る
以
上
、
同
様
の
意
味
を
込

め
て
な
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
禅
門
で
夏
安
居
（
四
月
～
七
月
の
修
行
期
間
）
を
「
楞
厳
会え

」
と
称
し
、
毎
朝
こ
の
「
楞

厳
呪
」
を
読
誦
し
て
い
る
こ
と
も
、
当
然
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
陀
羅
尼
に
は
、
修
行
道
場
を
結
界
し
、
修
行
僧
を
し
て
戒
律
を
遵
守
さ
せ
、
無
事
に
修
行
を
成
就
さ
せ
る
役
割
が

期
待
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
位
置
づ
け
ま
で
は
、
調
査
が
及
ば
な
い
が
、
そ
の
陀
羅
尼
の
内
容
か

ら
し
て
、
役
割
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
っ
た
と
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

四
、『
大
乗
起
信
論
』
に
み
ら
れ
る
戒
律
と
菩
薩
行

　
『
大
乗
起
信
論
』
に
お
け
る
戒
律
と
菩
薩
行
の
問
題
を
考
察
す
る
に
当
り
、
実
践
法
（
方
便
）
の
必
要
性
を
説
い
た
以
下
の
箇
所
は
重

要
と
考
え
ら
れ
る
（
大
正
蔵
、
三
二
巻
、
五
八
〇
頁
ｃ
）。

「
上
説
法
界
一
相
佛
體
無
二
。
何
故
不
唯
念
眞
如
。
復
假
求
學
諸
善
之
行
。（
真
如
法
界
は
す
べ
て
に
平
等
に
行
き
わ
た
り
、
仏
の
体

よ
り
出
る
真
如
は
無
二
に
し
て
一
元
で
あ
る
と
説
い
た
。
ど
う
し
て
こ
の
真
如
を
念
ず
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
今
説
い
て
い
る
よ
う

な
も
ろ
も
ろ
の
善
業
の
修
行
を
必
要
と
す
る
の
か
（
（3
（

）」

と
い
う
問
い
に
対
し
、

「
答
曰
。
譬
如
大
摩
尼
寶
體
性
明
淨
。
而
有
鑛
穢
之
垢
。
若
人
雖
念
寶
性
。
不
以
方
便
種
種
磨
治
終
無
得
淨
。
如
是
衆
生
眞
如
之
法
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體
性
空
淨
。
而
有
無
量
煩
惱
染
垢
。
若
人
雖
念
眞
如
。
不
以
方
便
種
種
熏
修
亦
無
得
淨
。（
答
え
る
、
大
き
な
摩
尼
の
本
体
は
も
と

も
と
美
し
く
、
明
る
く
、
清
浄
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
摩
尼
も
ほ
う
っ
て
お
け
ば
ゴ
ミ
や
ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
る
。
人
が
そ

の
宝
珠
を
前
に
し
て
、「
こ
れ
は
摩
尼
宝
珠
で
あ
る
」
と
ど
ん
な
に
念
じ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
摩
尼
の
輝
き
は
現
れ
な
い
。
何
ら

か
の
実
践
法
（
方
便
）
に
依
り
宝
珠
を
磨
け
ば
、
つ
い
に
本
体
清
浄
な
摩
尼
を
復
元
で
き
る
。
衆
生
の
真
如
の
あ
り
よ
う
も
同
じ
で

あ
る
。
真
如
は
そ
の
体
性
が
空
寂
で
も
あ
り
、
ま
た
清
浄
で
も
あ
る
。
た
だ
現
実
的
に
は
無
量
の
煩
悩
の
汚
染
に
依
り
真
如
の
輝
き

は
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
自
分
の
中
に
真
如
が
存
在
し
て
い
る
と
念
ず
る
だ
け
で
は
真
如
は
現
前
し
な
い
。
実
践
法
（
方

便
）
に
依
り
真
如
へ
の
熏
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
真
如
の
清
浄
性
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。）」

と
答
え
て
、
以
下
に
四
種
の
実
践
法
（
方
便
）
が
説
か
れ
る
。

①
行
根
本
方
便
（
一
切
の
法
の
自
性
が
無
生
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
根
本
的
な
実
践
法
（
方
便
））

②
能
止
方
便
（
悪
行
を
止
め
る
実
践
法
（
方
便
））

③
発
起
善
根
増
長
方
便
（
善
根
功
徳
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
増
長
さ
せ
る
実
践
法
（
方
便
））

④
大
願
平
等
方
便
（
衆
生
救
済
の
大
願
を
持
っ
て
、
衆
生
を
平
等
に
仏
の
世
界
に
導
く
実
践
法
（
方
便
））

　

こ
こ
で
説
か
れ
る
「
方
便
（upāya-

）」
と
は
、
世
間
（
社
会
）
に
お
け
る
具
体
的
な
実
践
法
に
他
な
ら
ず
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原

義
か
ら
し
て
、「
真
理
（satya- 

諦
）」
と
対
置
さ
れ
る
「
社
会
的
実
践
（
法
）」
と
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代

日
本
語
に
お
け
る
「
社
会
福
祉
」
や
「
福
祉
実
践
」
に
関
係
の
深
い
語
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
語
は
、
イ
ン
ド
の
歴
史
的
文
脈
で
は
、

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
「
衆
生
」
と
の
関
係
が
深
い
大
乗
経
典
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
四
種
の
実
践
法
を
見
て
み
る
と
、
①
は
自
身
の
認
識
に
関
す
る
実
践
法
、
②
は
自
身
の
悪
行
防
止
に
関
す
る
実
践
法
、
③
は
自
身
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の
善
行
増
大
に
関
す
る
実
践
法
、
④
は
衆
生
（
他
者
）
に
対
し
て
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
実
践
法
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
の
箇
所
で
、
五
種
の
修
行
が
説
か
れ
る
。
①
布
施
の
法
門
、
②
持
戒
の
法
門
、
③
忍
辱
の
法
門
、
④
精
進
の
法
門
、

⑤
止
観
の
法
門
が
、
五
種
の
修
行
で
あ
る
。
般
若
経
に
お
い
て
説
か
れ
る
六
波
羅
蜜
（ṣaṭ-pāram

itā-

）
の
う
ち
の
最
初
の
四
つ
は
逐
一

対
応
す
る
が
、
第
五
の
禅
定
波
羅
蜜
と
第
六
の
智
慧
波
羅
蜜
は
、
止
と
観
と
に
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
禅
定
（dhyāna-

）

が
止
す
な
わ
ち
奢し
ゃ

摩ま

他た

（śam
atha-

）
に
対
応
さ
せ
る
の
は
問
題
な
い
と
し
て
も
、
智
慧
（prajñā- 

般
若
）
と
観
す
な
わ
ち
毘び

鉢は

舎し
ゃ

那な

（vipaśyanā-

）
と
は
同
一
概
念
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
禅
定
に
止
観
が
対
応
し
、
智
慧
は
そ
の
五
つ
の
い
ず
れ
に
も
通
底
す
る
根
本
概

念
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
六
波
羅
蜜
と
は
多
少
の
説
き
方
の
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
、『
大
乗

起
信
論
』
で
は
、
止
と
観
と
い
う
二
つ
の
行
法
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
後
、
い
か
な
る
時
も
こ
の
止
と
観
と
を
共
に
実
践
す
る
こ
と

（
止
観
倶
行
）
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
大
乗
の
教
え
を
聞
い
て
も
仏
に
会
う
こ
と
も
難
し
い
と
考
え
、
仏
道
か
ら
退
転
し
て
し
ま
い
そ
う
な
人
の
た
め

に
、
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
る
行
が
説
か
れ
る
。

「
復
次
衆
生
初
學
是
法
。
欲
求
正
信
其
心
怯
弱
。
以
住
於
此
娑
婆
世
界
。
自
畏
不
能
常
値
諸
佛
親
承
供
養
。
懼
謂
信
心
難
可
成
就
意

欲
退
者
。
當
知
如
來
有
勝
方
便
攝
護
信
心
。
謂
以
專
意
念
佛
因
縁
。
隨
願
得
生
他
方
佛
土
。
常
見
於
佛
永
離
惡
道
。
如
修
多
羅
説
。

若
人
專
念
西
方
極
樂
世
界
阿
彌
陀
佛
。
所
修
善
根
迴
向
願
求
生
彼
世
界
。
即
得
往
生
。
常
見
佛
故
終
無
有
退
。
若
觀
彼
佛
眞
如
法
身
。

常
勤
修
習
畢
竟
得
生
住
正
定
故
。（
あ
る
衆
生
は
初
め
て
こ
の
大
乗
の
教
え
を
聞
き
、
学
ん
で
み
て
、
正
し
い
信
心
を
求
め
た
が
、

本
来
心
が
弱
い
機
根
の
持
ち
主
で
あ
る
。
こ
の
人
は
こ
の
娑
婆
世
界
に
生
活
し
て
い
る
か
ら
、
自
分
は
い
つ
も
仏
に
お
会
い
し
て
、

親
し
く
お
仕
え
し
、
お
世
話
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
恐
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
恐
れ
の
た
め
、
大
乗
へ
の
信
心
も
成
就
す
る
こ
と
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は
難
し
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
に
仏
道
へ
の
意
欲
が
退
転
し
て
し
ま
い
そ
う
な
人
に
は
、
如
来
は
優
れ
た
実
践
法
（
勝

方
便
）
を
お
持
ち
で
あ
る
。
そ
の
実
践
法
に
よ
り
信
心
か
ら
退
転
し
な
い
で
、
信
心
を
保
持
で
き
る
。
そ
れ
は
心
を
専
一
に
し
て
仏

を
念
ず
る
優
れ
た
行
い
に
よ
り
、
彼
の
誓
願
通
り
に
、
娑
婆
以
外
の
他
の
仏
国
土
に
生
ま
れ
て
、
そ
こ
で
い
つ
も
仏
に
お
会
い
す
る

こ
と
も
で
き
、
永
遠
に
〔
地
獄
、
畜
生
、
餓
鬼
と
い
う
三
〕
悪
道
を
捨
離
す
る
こ
と
で
あ
る
。〔
無
量
寿
〕
経
に
言
わ
れ
る
通
り
で

あ
る
。「
も
し
あ
る
人
が
専
ら
西
方
の
極
楽
世
界
に
お
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
そ
の
念
仏
の
修
行
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

る
善
根
功
徳
を
阿
弥
陀
仏
に
振
り
向
け
（
廻
向
）、
彼
の
世
界
に
生
ま
れ
た
い
、
往
生
し
た
い
と
願
い
求
め
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち

必
ず
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
。
常
に
仏
に
相あ

い
見ま
み

え
、
仏
に
見
守
ら
れ
て
修
行
す
る
か
ら
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
退
転
す
る
こ

と
は
な
い
。
も
し
彼
の
阿
弥
陀
仏
の
真
如
・
法
身
を
観
察
し
て
、
常
に
努
力
し
て
修
行
・
学
習
す
れ
ば
、
徹
底
し
て
往
生
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
将
来
必
ず
や
仏
や
諸
菩
薩
に
な
る
正
し
ょ
う

定じ
ょ
う

聚じ
ゅ

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。）」

　

黄
檗
宗
（
幕
末
ま
で
は
「
臨
済
宗
黄
檗
派
」
と
呼
ば
れ
る
）
に
お
け
る
念
仏
信
仰
と
、
こ
の
『
大
乗
起
信
論
』
の
所
説
が
い
か
な
る
関

係
に
あ
る
か
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
が
、『
大
乗
起
信
論
』
に
『
無
量
寿
経
』
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
浄
土
真
宗
の
西

吟
が
『
大
乗
起
信
論
』
を
講
説
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
大
乗
起
信
論
』
に
浄
土
門
（
専
修
念
仏
の
立
場
）

と
聖
道
門
（
五
行
や
止
観
を
重
視
す
る
立
場
）
の
二
門
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
鉄
眼
を
し
て
講
経
の
題
材
と
し
て
度
々
採
り
上
げ
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
一
口
に
講
経
と
言
っ
て
も
、
一
般
民
衆
向
け
の
説
教
の
よ
う
な
形
式
と
、
学
僧
を
主

た
る
対
象
と
し
た
註
釈
講
読
の
よ
う
な
形
式
の
二
種
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
両
形
式
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
通

仏
教
（
通
大
乗
）
的
な
教
本
と
し
て
『
大
乗
起
信
論
』
は
重
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
に
お
い
て
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
に
お
け
る
戒
律
と
菩
薩
行
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
鉄
眼
の
思
想
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
が
重
要
で
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
仏
教
に
お
い
て
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
古
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
極
め
て

重
要
な
地
位
を
占
め
、
そ
の
菩
薩
行
に
つ
い
て
も
、
多
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
研
究
・
議
論
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
省
略
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

現
在
の
学
問
的
知
見
に
よ
れ
ば
、
鉄
眼
の
思
想
を
研
究
す
る
に
は
、
大
澤
氏
が
既
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
黄
檗
派
の
禅
僧
」
と
い

う
視
点
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
鉄
眼
が
『
大
仏
頂
首
楞
厳
経
』
や
そ
の
中
国
に
お
け
る
註
釈

を
長
い
時
間
を
か
け
て
講
読
し
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
そ
れ
ら
の
文
献
と
そ
の
思
想
を
思
想
史
の
視
点
か
ら
解
明
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
本
稿
で
は
、
鉄
眼
が
重
視
し
た
経
典
に
お
け
る
戒
律
と
菩
薩
行
に
つ
い
て
、
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ず
、
研
究
序
説
と
し
て

も
甚
だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
一
先
ず
、
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。
研
究
会
で
い
た
だ
い
た
御
教
示
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
識
者
に
よ
る
御
叱
正
を
乞
う
。

　
　

�

（
当
研
究
所
専
任
研
究
員
、
淑
徳
大
学
兼
任
講
師
）

　

註

（
1
）
一
七
九
〇
―
九
八
年
に
出
版
さ
れ
た
伴
蒿
蹊
『
近
世
畸
人
伝
』、
及
び
、
こ
の
記
述
を
元
に
書
か
れ
た
『
尋
常
小
学
校
国
語
読
本　

巻
十

一
』（
一
九
二
九
、
一
二
五
―
一
三
〇
頁
）
を
参
照
せ
よ
。
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（
2
）
単
行
本
と
し
て
は
赤
松
（
一
九
四
一
）（
一
九
四
二
）（
一
九
四
三
）、
源
（
一
九
七
九
）
が
基
礎
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、C

inii

論
文
検
索
で
も
わ
ず
か
に
一
〇
本
余
り
が
ヒ
ッ
ト
す
る
に
す
ぎ
ず
、
大
澤
（
二
〇
一
六
）
を
除
い
て
は
、
鉄
眼
自
身
の
思
想
を
研
究
対
象
と

し
た
も
の
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
木
村
得
玄
（
二
〇
〇
五
）
に
現
代
語
訳
が
あ
る
。

（
4
）
船
岡
（
一
九
八
五
、
六
八
頁
）。

（
5
）
吉
田
・
長
谷
川
（
二
〇
〇
一
、
一
一
六
―
七
頁
）。

（
6
）
木
村
得
玄
（
二
〇
〇
七
、
一
九
八
頁
）。

（
7
）
こ
の
農
地
は
、
現
在
の
旭
市
、
匝
瑳
市
、
東
庄
町
に
ま
た
が
り
、
の
ち
に
「
干
潟
八
万
石
」
と
称
さ
れ
た
。

（
8
）
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
（
二
〇
〇
七
、
八
一
七
―
八
二
九
頁
）。
ま
た
、
参
考
映
像
と
し
て
以
下
が
あ
る
。『
ち
ば
見
聞
録
』
〇
五
一
「
干

潟
八
万
石
を
歩
く
」（
二
〇
一
五
年
九
月
一
九
日
放
送
）、
千
葉
テ
レ
ビ
放
送
（youtube.com

に
て
視
聴
可
能
）。

（
9
）
赤
松
（
一
九
四
二
、
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
一
説
に
は
、
一
向
宗
光
念
寺
の
住
持
と
も
云
ひ
、
又
は
こ
の
守
山
に
在
る
八
幡
宮
の
社
僧
だ
と

も
云
わ
れ
て
ゐ
る
。」
と
い
う
。

（
10
）
慧
遠
は
、『
十
誦
律
』
の
翻
訳
を
行
い
、
戒
律
の
普
及
に
努
め
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）
赤
松
（
一
九
四
二
、
一
〇
頁
）。

（
12
）
赤
松
（
一
九
四
二
、
一
〇
頁
）。

（
13
）
赤
松
（
一
九
四
二
、
一
三
頁
）。

（
14
）
赤
松
（
一
九
四
二
、
三
三
頁
）。

（
15
）
最
近
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
農
業
に
関
係
す
る
仏
教
文
献
の
研
究
と
し
て
、H

idas
（2019

）
が
出
版
さ
れ
た
。

（
16
）
以
下
、「
巴
」
はPāli

、「
梵
」
はSanskrit

の
略
語
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
、
断
り
な
く
用
い
た
ロ
ー
マ
字
は
、Sanskrit

で
あ
る
。



― 314 ―

（
17
）
村
上
・
及
川
（
二
〇
〇
九
、
二
〇
五
一
頁
）。

（
18
）
平
川
（
三
六
四
頁
）。

（
19
）
検
索
にSAT 2018

を
利
用
し
た
。『
仏
説
長
阿
含
経
』（
大
正
蔵
）
四
二
頁
、
中
、
二
行
目
。
丘
山
新
他
（
一
九
九
七
、
三
一
三
頁
、
註
一

三
五
）。

（
20
）
大
澤
（
二
〇
一
六
、
二
二
三
頁
）。

（
21
）
大
澤
（
二
〇
一
六
、
二
二
九
―
二
三
〇
頁
）。

（
22
）
鎌
田
（
一
九
八
八
、
一
三
六
頁
）。

（
23
）
鎌
田
（
一
九
八
八
、
一
三
七
頁
）。

（
24
）
こ
の
部
分
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
荒
木
（
一
九
八
六
）
の
目
次
を
参
照
せ
よ
。

（
25
）
教
学
研
究
委
員
会
（
二
〇
一
三
―
二
〇
一
五
）。

（
26
）
谷
川
（
一
九
八
二
）、
木
村
得
玄
（
二
〇
〇
六
）、
野
口
（
二
〇
〇
七
）、
木
村
俊
彦
（
二
〇
〇
三
）
等
を
参
照
せ
よ
。

（
27
）Lokesh C

handra

（1972

）
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
他
、
木
村
俊
彦
（
二
〇
一
三
）
に
お
い
て
ロ
ー
マ
字
化
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）M

atsunam
i

（1965

）.

（
29
）Asha Archives M
anuscript C

atalogue (2002).　

写
本
の
中
身
を
確
認
し
て
い
な
い
の
で
、
正
確
な
数
は
不
明
。

（
30
）
以
下
、
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
吉
津
（
二
〇
一
四
）
を
主
と
し
て
参
照
し
た
が
、
一
部
の
訳
語
に
変
更
を
加
え
た
為
、
誤
り
は
本
稿
の

筆
者
に
属
す
る
。
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〈
参
考
文
献
〉

（
和
文
）

赤
松
晋
明
『
鉄
眼
禅
師
仮
字
法
語

―
付
遺
文

―
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
一

赤
松
晋
明
『
鉄
眼
禅
師
』
弘
文
堂
、
一
九
四
二

赤
松
晋
明
『
鉄
眼
』
雄
山
閣
、
一
九
四
三

荒
木
見
悟
『
中
国
撰
述
経
典
二　

楞
厳
経
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六

宇
井
伯
寿
・
高
崎
直
道
訳
注
『
大
乗
起
信
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四

内
山
純
子
「
鉄
眼
版
大
蔵
経
の
出
版
と
そ
の
利
用
」『
黄
檗
文
華
』
一
三
一
号
、
二
〇
一
二
、
七
四
―
九
七
頁

大
澤
邦
由
「「
講
経
僧
」
と
し
て
の
鉄
眼
道
光

―
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
古
活
字
版
『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
を
手
掛
か
り
に
し
て

―
」『
東
ア
ジ

ア
仏
教
研
究
』
一
四
号
、
二
〇
一
六
、
二
一
七
―
二
三
一
頁

大
竹
晋
『
大
乗
起
信
論
成
立
問
題
の
研
究

―
『
大
乗
起
信
論
』
は
漢
文
仏
教
文
献
か
ら
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

―
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
七

丘
山
新
他
『
現
代
語
訳
「
阿
含
経
典
」　

長
阿
含
経　

第
２
巻
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七

鎌
田
茂
雄
『
華
厳
の
思
想
』
講
談
社
、
一
九
八
八

木
村
得
玄
『
黄
檗
宗
の
歴
史
・
人
物
・
文
化
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
五

木
村
得
玄
『
楞
厳
呪

―
現
代
語
訳
と
解
説

―
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
六

木
村
得
玄
『
初
期
黄
檗
派
の
僧
た
ち
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
七

木
村
俊
彦
「
楞
厳
呪
と
白
傘
蓋
陀
羅
尼

―
還
元
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の
比
較
研
究

―
」『
教
学
研
究
紀
要
』
一
号
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
二

〇
〇
三
（
一
五
六
―
一
三
八
頁
）

木
村
俊
彦
「
梵
学
津
梁
所
収
の
白
傘
蓋
陀
羅
尼
の
研
究
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
二
巻
一
号
、
二
〇
一
三
（
四
二
一
―
四
一
四
頁
）
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教
学
研
究
委
員
会
編
「『
楞
厳
経
』
巻
六
訳
注
」「
同
（
二
）」「
同
（
三
）」『
教
学
研
究
紀
要
』
一
一
～
一
三
号
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
二
〇
一
三

―
二
〇
一
五

胡
建
明
『
圭
峯
宗
密
思
想
の
綜
合
的
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
一
二

国
民
文
庫
刊
行
会
編
「
国
訳
首
楞
厳
経
」『
国
訳
大
蔵
経　

経
部
四
巻
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
一
七

清
水
海
隆
『
仏
教
福
祉
の
思
想
と
展
開
に
関
す
る
研
究
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
二

下
田
曲
水
『
国
定
教
科
書
に
現
れ
た
る
名
僧
鉄
眼
』
熊
本
県
下
益
城
郡
教
育
会
、
一
九
二
八

周
綉
鶯
「
大
仏
頂
首
楞
厳
経
に
お
け
る
如
来
蔵
思
想
」『
東
洋
学
研
究
』
七
号
、
一
九
七
三
（
四
九
―
六
四
頁
）

谷
川
泰
教
「
梵
文
『
仏
頂
大
白
傘
蓋
陀
羅
尼
経
』
に
つ
い
て

―
ネ
パ
ー
ル
写
本
報
告
〔
一
〕

―
」『
密
教
文
化
』
一
三
八
号
、
高
野
山
大
学
、

一
九
八
二

千
葉
県
社
会
事
業
史
研
究
会
『
人
物
で
つ
づ
る
千
葉
県
社
会
福
祉
事
業
の
あ
ゆ
み
』
崙
書
房
出
版
、
一
九
八
五

千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史　

通
史
編　

近
世
Ⅰ
』（
県
史
シ
リ
ー
ズ
４
）
千
葉
県
、
二
〇
〇
七

千
葉
県
内
務
部
『
鉄
牛
』
多
田
屋
書
店
、
一
九
一
三

中
村
元
他
編
『
岩
波
仏
教
辞
典
（
第
二
版
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二

野
口
善
敬
編
著
『
禅
門
陀
羅
尼
の
世
界

―
安
穏
へ
の
秘
鍵

―
』
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七

服
部
俊
崖
『
鉄
眼
禅
師
』
鳳
林
社
、
一
九
一
三

原　

實
「Vinaya

研
究
」『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
七
号
、
二
〇
〇
四
（
二
七
〇
―
二
一
七
頁
）

伴
蒿
蹊
著
、
森
銑
三
校
注
『
近
世
畸
人
伝
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇

平
川
彰
「
禅
と
戒
律
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
六
・
七
号
、
一
九
七
六
（
三
六
三
―
三
七
八
頁
）

船
岡
誠
「
鉄
牛
」
→
千
葉
県
社
会
事
業
史
研
究
会
（
一
九
八
五
）
所
収
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源
了
圓
『
日
本
の
禅
語
録
十
七　

鉄
眼
』
講
談
社
、
一
九
七
九

村
上
真
完
・
及
川
真
介
『
パ
ー
リ
仏
教
辞
典
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
九

文
部
省
『
尋
常
小
学
国
語
読
本　

巻
十
一
』
日
本
書
籍
、
一
九
二
九

柳
田
聖
山
『
中
国
撰
述
経
典
一　

円
覚
経
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
七

吉
田
久
一
・
長
谷
川
匡
俊
『
日
本
仏
教
福
祉
思
想
史
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
一

吉
津
宜
英
『
大
乗
起
信
論
新
釈
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
四

林　

敏
「『
首
楞
厳
経
』
訳
者
考

―
『
続
古
今
訳
経
図
紀
』
の
変
遷
を
手
が
か
り
に

―
」『
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
一
八
号
、

二
〇
一
四
（
一
二
六
―
一
〇
五
頁
）

（
欧
文
）

Asha Archives M
anuscript C

atalogue. 2002. derived from
 a text file in http://w

w
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H
idas, G
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Lokesh C
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anuscripts from
 Japan (Facsim

ile Edition), Part 1, N
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M
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